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研究成果の概要（和文）：本研究のプロジェクトは、研究成果として、生き方をめぐる古くからの哲学の問題に
対して、現象学的なアプローチのいくつかの可能性を明らかにすることができた。現象学的倫理学は、人間の生
き方を探求することのできる倫理学であって、その点において、現代倫理学の中では「徳倫理」や「ケアの倫
理」と親近性を持っていることが明らかになった。このプロジェクトのなかで、多くの論文と２冊の著作を出版
することができた。

研究成果の概要（英文）：This research project has found out some possibilities of the 
phenomenological approach to the philosophical problem of the way of life. The phenomenological 
ethics can search for the way of personal life  and therefore is familiar with "virtue ethics" and "
ethic of care".  In this project a lot of papers and two books are published.

研究分野：哲学
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１．研究開始当初の背景 
 
 生き方は倫理学における古来のテーマで

あるが、現代の倫理学は、客観性や公平性

を重視するあまり、生き方の問いから目を

背ける傾向がある。カントの義務論、ベン

サムや J・S・ミルの功利主義などの「近代

道徳哲学」は、客観的に成立する道徳的判

断の正当性を明らかにしたり、ある行為の

善悪の公平な基準を設定したりしている。

そうした流れを継承する現代の倫理学の主

流派は、個人の固有の生を視野に収めたう

えで、当人が生きるべき方向性を考慮する

ことはない。現実の個別的な問題に寄り添

おうとする応用倫理学も、公平性という観

点から法や条例の制定を意図するものであ

り、個々人の生き方に目を向けるわけでは

ない。 

 このような倫理学の傾向に対する批判が、

1980年代から生じてきている。公平性を重

視する倫理学の全体を「正義の倫理」と見

なし、正義からこぼれ落ちる親密な人間関

係の重要性を指摘する「ケアの倫理」（メイ

ヤロフ、ギリガン、ノディングス、キテイ）

は、そのような流れを代表する動きと言え

るだろう。さらには、古代のアリストテレ

ス倫理学を再評価するかたちで、人間の人

柄の善さに目を向ける「徳倫理学」（マッキ

ンタイア、ハーストハウス、スロート）が

注目を集めるようにもなっている。社会哲

学の文脈では、「共同体論」（テイラー、ウ

ォルツァー、サンデル）が、カント的義務

論に依拠するロールズの正義論を、そこで

想定される平等な権利主体の抽象性ゆえに

批判している。20世紀の後半に生じたこう

した動向は、正義、公平性、客観性を重視

する近代道徳哲学の視野の狭隘さを指摘し

ながら、個々人の固有の人生の具体性を視

野にいれる点で共通している。しかし、ケ

アの倫理、徳倫理、共同体論は、それぞれ

異なった文脈において成立しているゆえに、

統一的に考察されることは少ない。これら

を生き方という統一的なテーマから概観す

ることは、ほとんど行われてこなかった。 

 

２．研究の目的 

 

 古くからの倫理学の中心問題であった

「生き方」について、現象学的倫理学の基

本的立場を確認し、その意義を明らかにし

ながら、現代倫理学の議論を踏まえた上で、

生き方について探究する倫理学の可能性を

探る。 

 

３．研究の方法 

 

 現代倫理学において、生き方の倫理学の

系譜の全体を描きだす試みは、かなり広い

射程をもった作業であり、本研究の枠内だ

けで実施することは困難である。そのため、

研究の推進の観点に一定の制限を与えるこ

とにする。本研究では、現象学的倫理学の

研究の成果を踏まえたうえで、英米系の倫

理学・行為論と比較研究を行うという方法

を採用する。これまでの研究成果を活用し

ながら、新たな知見を得ることができる。

研究を進めるうえでの一定の基盤を確保す

ることは、研究期間内において効率的に研

究を進めることにつながる。 

 本研究は、倫理学の理論にかかわる文献

研究として推進される。文献の購入や国内

外の図書館での資料調査をおこない、資料

を読解して、論文や研究発表を通じて成果

を公表する。しかし、本研究は、一人の思

想家の年代的発展や思想家のあいだの影響

関係を文献的に示すことをめざすわけでは

ない。むしろ、倫理学の学説が理論として

もっている可能性を、現代倫理学の議論の

なかで明らかにしようとしている。現代に

おいて、生き方というテーマが倫理学の表

舞台にはあがりにくい理由を踏まえたうえ



で、あえて生き方を探求する倫理学の可能

性を議論の上で示すことを目標とする。 

 本研究は、生き方という論点を踏まえた

うえで、現代倫理学を横断的に研究するこ

とを目指している。この研究においては、

これまで取り組んで来た現象学的倫理学と

いう大陸系の哲学と、英米系の生き方の倫

理学とが統合的に研究される。現象学的倫

理学は、人間の具体的経験に目を向け、豊

富な記述的分析において成果を上げている

が、倫理学の議論を避けている傾向がある。

これに対して、現代の英米系の倫理学は、

明確な理論というかたちで議論を構築して

いるものの、生き方という観点から人間を

洞察する歴史の蓄積が十分にあるとは言え

ない。これらの特徴をふまえたうえで、双

方から豊かな可能性を引き出すことが本研

究の特徴である。 

 

４．研究成果 

 

 2014年度は、以下の成果を上げた。現象

学的倫理学の立場からの生き方の倫理学の

意義を検討する研究を進めることで、おも

に次の３つの方向において成果をあげるこ

とができた。1．『ハイデガー・フォーラム』

にて、フッサールとハイデガーの比較研究

の成果を発表することができた。二人の哲

学者のカントの哲学の受容の相違（フッサ

ールは批判哲学を、ハイデガーは形而上学

を重視すること）を指摘することで、生き

方をめぐる現象学的倫理学のさまざまな可

能性を明らかにする研究となった。2．『現

象学年報』では、現代の英米系の行為論を

踏まえたアクラシア問題を考察することが

できた。そこでは、アクラシア問題を問う

ことがなかった現象学的哲学の伝統が、自

己統制型の主体には陥らない行為者の概念

を確立していることが明らかになった。ヘ

アやデイヴィドソンなどの現代の英米哲学

のアクラシア論の古典とは異なるアプロー

チの意義を示唆することができた。3．『心

理学評論』には、ファッションという観点

から生き方の問題を研究することができた。

メルロ＝ポンティや鷲田清一の現象学的身

体論の批判的検討を行ったうえで、ベンヤ

ミンやジンメルなどの 20 世紀初頭の哲学

を視野に入れることができた。ファストフ

ァッションの台頭する 21 世紀のファッシ

ョン批評を視野に収めながら、従来の身体

の哲学の限界を見定めたことは、今後の研

究にとって大きな意味をもつことになる。

今後は、ケアの哲学を中心とする研究をす

ることで、さらに研究の射程を広げること

を目指すことになる。 

 2015年度は、次の成果を上げた。生き方

の倫理学の可能性を拡大する検討を行うこ

とができた。とりわけ、現象学に関連する

研究を深めることができたことには大きな

意味があった。しかも、フッサール、ハイ

デガー、レヴィナスという現象学者のそれ

ぞれについての研究成果を残すことができ

た。フッサール研究会では、フッサールの

生活世界論の再読の試み（「新資料を読む」）

を発表することができた。そこでは、世界

で生きるという日常の実践の構造への分析

の意義を検討した。『ハイデガー・フォーラ

ム』の掲載論文「この世界を信仰すること」

では、フッサールとハイデガーの比較研究

をおこなった。双方の哲学の相違から、世

界を生きることへの理解の相違を浮き彫り

にすることができた。とりわけ、フッサー

ルにおける実践理性の議論の可能性を検討

して、信仰という要素の役割を明らかにす

ることができた。レヴィナス研究会では、

『蘇るレヴィナス』（小手川正二郎著、水声

社）への書評というかたちで、レヴィナス

の倫理学の新たな可能性へのコメント（「レ

ヴィナスが蘇るために」）をすることができ

た。応用倫理やケアの倫理などを視野に入



れた現代倫理学に対するレヴィナスの関係

を確認する機会になった。フッサール、ハ

イデガー、レヴィナスの三者はいずれも、

功利主義やカントの義務論などの近代道徳

哲学が正面から扱うことのなかった生き方

を正面からとりあげ、実践、世界、他者、

信仰、ケアなどの問題を扱うことに成功し

ている。 

 2016 年度は次の成果を上げた。いくつか

の論文や共著において、生き方の倫理学を

考察する成果を残すことができた。 

とりわけ、動物倫理への取り組みについて、

これまでにはなされていない現象学的アプ

ローチの可能性を示すことができた。動物

の心をめぐるアプローチは、動物とともに

生きる人間の生き方の倫理学と結びつける

ことで、ブレンターノ、シェーラー、ハイ

デガーの現象学的アプローチの新たな読解

の可能性を引き出した（「ブレンターノ、シ

ェーラー 動物の心」『続 ハイデガー読

本』、法政大学出版会、2016年、所収）。 

さらには、記録映画を参考にする取り組み

などは、本研究の範囲を拡大することにつ

ながっている（ワークショップ「映画から

考える生き方の倫理学」、2016 年、12 月、

國學院大學）。記録映画作家の問題へのアプ

ローチと応用倫理学のアプローチとを比較

することで、双方にとって有意義な対話が

成り立つことが明らかになっている。記録

映画作家は、さまざまな問題に眼を向けな

がらも、問題を問題として描くだけではな

く、そこにかかわる人々の生き方に目を向

けることがある。このような問題への取り

組みの姿勢は、倫理学者も学ぶべきことが

多いだろう。今後、生き方の倫理学をめぐ

る研究を応用倫理学の問題へと転換するこ

とに道を拓くことになった。 

 しかし、出版予定の著作（共著）が刊行

されなかったために、最終的な成果があき

らかにならなかった。翌年度（2017年度）

に、『ワードマップ 現代現象学』（共著）

を出版することができた。この著作は、現

象学的哲学を一般の読者に向けて開設した

ものであるが、英米系を中心とする現代哲

学の問題をめぐる議論を紹介するものでも

ある。ここでは、道徳や人生のトピックな

どを設定しており、現代における生き方を

めぐる哲学・倫理学の問いに対する現象学

からのアプローチの可能性を示すことがで

きた。 
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